


【実技研修会】「姿勢改善ストレッチ教室」

【意見交換会】テーマ「教室運営のポイント」
★田中由紀子アドバイザーのお話

3月12日（月）にプラザ洞津にてSCみえネットワーク総会が行われました。

〖平成28年度総合型地域スポーツクラブミーティング 報告〗

3月11日（土）に三重交通G スポーツの杜 鈴鹿にて総合型地域スポーツクラブミーティングを行いま
した。

・総合型クラブはスポーツクラブではあるが、人と人とがつながる場所でなければならない。「地域にとっ
てなくてはならない」存在を目指していくことが、クラブ存続・発展のカギである。

講師にカラダプロデューサーの金川久恵さんをお招きし、それぞれのクラブの新規教室の参考となるよ
う「姿勢改善ストレッチ教室」の実技研修会を行いました。

〖SCみえネットワーク（SCみえ）総会 報告〗

また、実技研修後にはNPO法人楠スポーツクラブの田中由紀子アドバイザーよりお話を頂いた後、２
グループに分かれて意見交換会を行いました。

・受益者負担の意識浸透が課題であるが、良いサービス（教室）を提供すれば、利用者は必ず定着する。会
費値上げ後、離れた会員も戻ってくる。地域のニーズを把握して教室運営を行うことが大切である。

・住民の意識は、「スポーツのみを手軽にしたい」のであって、「わずらわしい会議」は避けたい傾向にあ
る。難しい問題ではあるが、その意識を考慮して教室運営を行いたい。

・地域の子どもが、困難な状況の中でも「総合型クラブにだけは通いたい」「指導者に思いを聞いてもらい
たい」という例があった。小さなことではあるが、クラブ運営者としては大変モチベーションが高まる事例で
あった。どの地域でも、クラブ運営の意欲を維持するのは難しい状況であるが、総合型クラブをかけがえのな
い存在と感じている会員がいることを忘れず、前向きに地域のために頑張っていきたい。

総会では今年度の報告に加えて講演会を行い、愛知県知多郡のNPO法人ゆめフルたけとよスポーツク
ラブには「安定的な財源の確保に取り組むクラブ」と題して、岐阜県飛騨市の一般社団法人飛騨シューレ
には「障がい者スポーツと総合型クラブ」と題して実例発表をしていただきました。

SCネットワークは平成23年1月30日に設立され、現在33クラブ（北ブロック９クラブ、中ブロック
５クラブ、南志ブロック１０クラブ、伊賀ブロック６クラブ、東紀州ブロック３クラブ）が加入している
（平成29年3月現在）

「SCみえ（三重県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会）」では、三重県内で活動する総合型ク

ラブ（創設準備中含む）の円滑な運営及び活動の定着と発展を促進するため、情報交換や交流の

活性化を図り、もって生涯スポーツ社会の実現に寄与することを目的としている。 
 




